
「道の駅むらやま秋の収穫感謝祭」で徳内ばやしを披露する村山産業高校又新連
 ＜11月8日　道の駅むらやま＞ イベント内容は13ページで紹介しています。

そば・バラ・徳内ばやしのまち

次の世代に引き継ぐ魅力ある村山市
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新型コロナウイルス感染症・7月豪雨災害に関するお知らせ
市職員の給与状況、きめ細かな除雪の推進、子育て支援センター　ほか

●こまめな手洗いやマスクの着用、身体的距離の確保、3密を避けるなどの「新・生活様式」

を今一度徹底してください。特に、マスクの着用については、しっかりと徹底して

ください。

●事業者の皆さんには、業種別の感染拡大防止ガイドラインの実践状況を点検のうえ、

その取組みの徹底を改めてお願いします。換気についても十分に留意してください。

●大切な人の命を守るためにも、一人ひとりが感染予防の取組みを着実に実践しましょう。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防ぐために

市民の皆さんへお願い
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特集　新型コロナウイルス感染症・7月豪雨災害に関するお知らせ

7月豪雨災害に関するお知らせ

災害等により損失があり雑損控除を受ける方へ

　令和2年7月の豪雨等の災害により損失があった方は、確定申告による手続きをすることで所得税の減免や市・

県民税の所得控除等の措置を受けられる場合があります。事前説明会等を行います。直接会場にお越しください。

■雑損控除の事前説明会を開催します

　日時　12月11日(金)　①午前9時30分〜、②午後1時30分〜　　場所　農村環境改善センター

■雑損控除の申告相談会を開催します（事前説明会に参加できなかった方もご利用いただけます。）

　日時　①令和3年1月28日(木)、②29日(金)　両日とも午前9時30分〜午後3時30分　　場所　農村環境改善センター

■問合せ／税務課住民税係  ☎内線121　または村山税務署  ☎(53)2151  内線22

新型コロナウイルス感染症に関するお知らせ

新型コロナウイルス感染症関連の新しい相談・受診体制について

発熱や咳などの「症状がある」場合

かかりつけ医療機関が
ある

かかりつけ医療機関

☎診察券の電話番号

受診前に、必ず電話で受

診相談をお願いします。

・相談を受けた医療機関で対応

できないときは、最寄りの対

応医療機関をご案内します。

かかりつけ医療機関が
ない

「症状がない」場合

・感染していないか心配
　・予防方法を聞きたい　等

一般相談コールセンター
☎0120(56)7383
（フリーダイヤル）

・受付時間　8:30〜18:00

（土日祝日も含む）

厚生労働省「電話相談」
☎0120(56)5653
（フリーダイヤル）

・受付時間　9:00〜21:00

（土日祝日も含む）

発熱等の患者の診療や検査を行う
「診療・検査医療機関」が診察します。

■「こころの健康」について相談したい場合　⇒　県精神保健福祉センター　☎023(631)7060

・受付時間　月曜〜金曜日　9:00〜12:00、13:00〜17:00

電話相談電話相談 電話相談

受診相談コールセンター
☎0120(88)0006
（フリーダイヤル）

・受付時間　24時間受付

（土日祝日も含む）

ご案内

市の事務補助者を緊急募集します

　新型コロナウイルス感染症の影響を受けている方の支援対策として、市の事務補助者を緊急募集します。

■募集対象者　新型コロナウイルス感染症の影響により、現在休職している、または大きく収入が減少している市民

■雇用期間　12月15日(火)〜令和3年2月10日(水)までの間で希望する期間　　■勤務時間　午前10時〜12時・午後1時〜3時

■報酬額　2時間で3,000円　　■事務内容　書類の仕訳、整理等　　■募集期間　12月1日(火)〜28日(月)

※詳細は、市ホームページをご覧いただくか、市総務課へお問い合わせください。

■申込み・問合せ／総務課職員係  ☎内線215

■問合せ／保健課保健係  ☎内線131
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与
状
況

令和2年4月1日現在

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 43.2歳 331,800円 366,400円

技能労務職 48.9歳 317,400円 349,500円

※平均給与月額＝平均給料月額＋平均職員手当月額

令和2年4月1日現在

区分 自己都合 勧奨・定年

支

給

率

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分
勤続35年 39.7575月分 47.709月分
最高限度額 47.709月分 47.709月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置
(2〜30％加算)

1人当たりの平均支給額 1,205万5千円

令和2年4月1日現在

区分
期末手当 勤勉手当

市 国 市 国

6月期 1.275月分 1.3月分 0.925月分 0.95月分

12月期 1.275月分 1.3月分 0.925月分 0.95月分

計 2.55月分 2.6月分 1.85月分 1.9月分

平成31年度普通会計決算

人口(平成31年度末) 23,506人

歳出額(Ａ) 128億4,878万3千円

人件費(Ｂ) 22億4,963万3千円

人件費率(Ｂ／Ａ) 17.5％

※人件費には特別職(市長、副市長、議会の議員等)
に支給される給料、報酬などを含みます。

※人口は住民基本台帳を参考。

平成31年度普通会計決算

職員数(A) 237人

給

与

費

給与 9億3,958万4千円

職員手当 1億8,063万2千円

期末勤勉手当 3億7,323万7千円

合計(Ｂ) 14億9,345万3千円

一人当たり給与費(Ｂ/Ａ) 630万円

※特別職および国保・下水道・介護特別会計、水道
企業会計から給与が支払われる職員を除きます。

※職員手当には退職手当は含みません。

市職員の給与の状況 をお知らせします

　市職員の給与や職員数など人事行政の運営等について公表することを、地方公務員法に基づき「村山市

人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」で定めています。市民の皆さんに市職員の給与や職員数など

についてお知らせすることで、より分かりやすく開かれた行政にしていきます。

区分 28
年度

29
年度

30
年度

31
年度

R2
年度

職員数
(4月1日現在)

285人
※1 281人 274人 268人 269人

採用者
(4月1日現在) 6人 11人(2)

※2
7人(1)

※2
9人(1)

※2
13人(2)

※2

退職者
(前年度末) 17人 15人(1)

※2
14人(1)

※2
16人(1)

※2
12人(2)

※2

※1　特別職（教育長は28年度以降）を除きます。
※2　29年度以降の採用者・退職者は県教育庁か

らの派遣職員（かっこ内表示）を含みます。

(令和2年度)

区分 報酬月額等

報酬

議　長 435,000円

副議長 385,000円

議　員 360,000円

期末手当

６月期 基礎額の1.65月分

12月期 基礎額の1.65月分

計 3.3月分

(令和2年4月1日現在)

区分 給料月額等

給料

市　長 920,000円

副市長 690,000円

教育長 560,000円

期末手当

6月期 基礎額の1.65月分

12月期 基礎額の1.65月分

計 3.3月分

※基礎額は報酬・給料に40％加算した額です。

■問合せ／総務課職員係  ☎内線216　より詳しい内容についてはホームページでご覧になれます。
https://www.city.murayama.lg.jp　

▶人件費の状況

▶職員給与費の状況

▶職員数の状況

▶職員の平均給料・給与の月額および平均年齢

▶職員の退職手当

▶職員の期末・勤勉手当

▶市議会議員の報酬等

▶市長・副市長・教育長の給料等

特集　市職員の給与状況
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進
し
ま
す

Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
利
用
し
た

 

除
雪
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入

　

市
で
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
（
ス
マ
ホ
）
を

活
用
し
た
除
雪
管
理
シ
ス
テ
ム
を
昨
年

度
か
ら
導
入
し
ま
し
た
。
除
雪
車
両
の

現
在
位
置
や
軌
跡
の
情
報
を
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
ま
た
、
自
動
解
析
に
よ
る

除
雪
費
用
の
算
出
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
事
務
作
業
の
効
率
化
を
図

り
、
将
来
的
に
除
雪
車
両
の
作
業
状
況

管
理
に
よ
る
適
正
配
置
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

▼
除
雪
車
両
の
位
置
情
報
の
提
供

　

各
除
雪
車
に
取
り
付
け
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端

末
か
ら
、
車
両
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
作
業
状
況

が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
、
作
業
状
況
に

つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
、
除
雪

車
の
位
置
情
報
等
を
お
伝
え
す
る
こ
と

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

き
め
細
か
な
除
雪
を
推
進
し
ま
す

　

除
雪
作
業
は
冬
期
間
の
交
通
を
確
保
す

る
重
要
な
も
の
で
す
。
午
前
2
時
か
ら
3

時
の
時
点
で
積
雪
10
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

上
が
見
込
ま
れ
る
場
合
、
除
雪
作
業
を
開

始
し
ま
す
。
午
前
７
時
ま
で
に
完
了
す
る

計
画
で
す
が
、
早
朝
の
大
雪
な
ど
降
雪
状

況
に
よ
っ
て
は
目
標
時
間
ま
で
作
業
が
終

わ
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
も

暮
ら
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
可

能
な
限
り
住
宅
等
の
間
口
に
配
慮
し
た
き

め
細
か
な
除
雪
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

具
体
的
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
通
行
に
支
障
の
な
い
よ
う
車
道
幅
員

　

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

■
住
宅
等
の
間
口
に
面
し
た
道
路
上
に

　

雪
の
塊
を
残
さ
な
い
除
雪
を
目
標
と

　

し
ま
す
。

■
日
中
除
雪
を
強
化
し
、
圧
雪
時
の
路

　

面
整
正
や
拡
幅
調
整
（
幅
出
し
）
作

　

業
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
除
雪
管
理
シ
ス
テ
ム
に
ア

ク
セ
ス
す
る
こ
と
に
よ
り
、
除
雪
作
業

状
況
な
ど
次
の
こ
と
が
確
認
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

１
．
除
雪
車
出
動
の
有
無

２
．
除
雪
車
の
現
在
位
置

３
．
除
雪
車
の
移
動
軌
跡

▼
除
雪
管
理
シ
ス
テ
ム
利
用
方
法

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ン
ク
か
ら
ア

ク
セ
ス
し
て
い
た
だ
く
か
、
左
下
の

コ
ー
ド
を
読
み
込

ん
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。　

■
問
合
せ
／
建
設
課
維
持
係　
　

☎
内
線

236

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

▼
空
地
や
農
地
な
ど
、
雪
押
し
場
の
確

保
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▼
除
雪
車
の
エ
ン
ジ
ン
音
や
振
動
な
ど

深
夜
の
除
雪
作
業
に
ご
理
解
く
だ
さ
い

▼
除
雪
作
業
中
は
危
険
な
の
で
、
人
も

車
も
絶
対
に
除
雪
車
に
は
近
寄
ら
な
い

で
く
だ
さ
い

▼
子
ど
も
の
飛
び
出
し
は
危
険
な
の

で
、
道
路
付
近
の
雪
山
で
は
絶
対
に
遊

ば
な
い
、
遊
ば
せ
な
い
で
く
だ
さ
い

▼
除
雪
作
業
に
支
障
が
出
る
の
で
、
路
上

駐
車
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い

▼
除
雪
作
業
の
妨
げ
に
な
る
の
で
路
上

の
障
害
物
は
撤
去
し
て
く
だ
さ
い

▼
交
通
障
害
の
原
因
と
な
り
危
険
な
の

で
、
道
路
に
雪
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

▼
増
水
、
洪
水
を
起
こ
す
原
因
と
な
る

の
で
、
水
路
や
河
川
へ
の
雪
捨
て
は
し

な
い
で
く
だ
さ
い

除雪管理システム
HP

除雪管理システムによる除雪車両の現在位置と移動軌跡
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特集　きめ細かな除雪を推進します

特
集　

き
め
細
か
な
除
雪
を
推
進
し
ま
す

■農道の除雪・圧雪経費に補助

　冬期間、果樹の枝折れや雨よけハウス倒壊など

の雪による被害を未然に防止するため、果樹園な

どに行くための農道の除雪・圧雪にかかる経費に

対し、費用の一部へ補助を行います。事前申込み

が必要です。

対象　3人以上の受益農業者で構成する団体

補助対象事業

①事業実施主体が除雪機械を賃借またはアタッチ

　メントを購入して運営する農道除雪・圧雪事業

②市委託除雪業者や構成員の農業者などに委託し

　て行う農道除雪・圧雪事業

対象回数　同一路線につき必要と認められる回数

補助額　対象経費の10分の7以内で、上限15万円

その他

　すでに取り組んでいる団体に対しては申請書類

を送付します。

　新規の団体につきましては、農林課へご相談く

ださい。

問農林課農業振興係  ☎内線252

■高齢者世帯へ除雪費を支給します

　令和2年度市民税が非課税の世帯で、次に該当

する方が、業者に住居の雪下ろしや通路の除雪作

業を頼んだ場合、その費用の一部を支給します。

対象世帯　①65歳以上の方のみの世帯

　　　　　②65歳未満の重度障がい者と同居する

　　　　　　65歳以上の世帯

※自力で除雪できる方や生活保護世帯を除きます。

申請期間　12月1日(火)～令和3年3月31日(水)

支給限度額　30,000円（対象経費の10分の8）

問福祉課地域福祉係  ☎内線141

■小型除雪機購入費に補助

　家庭用に市内で購入した新品の小型除雪機に対

し補助金（購入費の10分の1、上限50,000円）を

交付しています。

■小型除雪機の貸し出し

　市道・生活道などの除排雪を市民の皆さんが自

ら行う場合、小型除雪機を貸し出しています。

■除排雪作業に報奨金を交付

　地域ぐるみで一斉に行う排雪作業や、生活道にお

ける日常的な除排雪作業に報奨金を交付しています。

問建設課維持係  ☎内線236

除雪に関する要望などは

■市道・県道は地区の代表者へ

　すばやく的確な対応を行うため、要望などは、

各地区の代表者の皆さんが取りまとめて市役所に

連絡することになっています。

■国道は国土交通省へ

問☎(23)2521　FAX(23)2523

　国道13号に関する要望などは尾花沢国道維持

出張所へご連絡ください。

市内の雪捨て場　　排雪時間〈午前8時30分〜午後5時〉

○周辺住宅の環境に配

慮し、夜間と早朝の

雪捨てを禁止します。

○必ず時間を守り、安

全に奥から順に捨て

てください。

○雪以外のものは絶対

に捨てないでくださ

い。

場
て
捨
雪

入口

川
上
最

民
市

館
育
体

碁点交差点

雪捨て場入口

金谷
運動広場

金谷交差点

道
国

13
号

雪捨て場

大沢川

学
科
境
環

父母
報恩寺

北村山
地域振興局

口
入

碁点イベント広場 金谷運動広場駐車場 楯岡向原緑地公園
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市
は
、
子
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て
支
援
の
充
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を
図
る

た
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に
、
市
内
3
か
所
に
子
育
て
支
援

拠
点
施
設
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ど
の

拠
点
施
設
も
同
じ
子
育
て
支
援
の
た
め

の
施
設
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
支
援
内
容
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

市
内
に
3

つ
の
子
育
て
支
援
拠
点
施
設

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー  

ポ
ポ
ー
の
ひ
ろ
ば

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ポ
ポ
ー
の
ひ

ろ
ば
は
甑
葉
プ
ラ
ザ
2
階
に
あ
り
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ポ
ポ
ー
の
ひ
ろ
ば
が
運
営
を

し
て
い
ま
す
。
小
学
校
入
学
前
の
お
子

さ
ん
と
親
、
祖
父
母
等
を
対
象
と
し
た

屋
内
広
場
で
す
。

■
ひ
だ
ま
り
ル
ー
ム

　

木
製
遊
具
や
乳
児
向
け
の
ま
ま
ご
と

玩
具
な
ど
が
あ
り
、
気
軽
に
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
親
子
で
遊
ん
だ

り
、
親
同
士
の
交
流
を
図
っ
た
り
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

開
設
日
時　

火
曜
～
日
曜
日
、
午
前
9

時
30
分
～
午
後
4
時

■
乳
幼
児
一
時
預
か
り
（
事
前
登
録
制
）

　

保
育
士
ス
タ
ッ
フ
が
、
最
長
3
時
間

ま
で
の
一
時
預
か
り
を
行
い
ま
す
。
対

象
は
、
生
後
6
か
月
か
ら
小
学
校
入
学

前
ま
で
の
お
子
さ
ん
で
、
利
用
す
る
前

■
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課
家
庭
支
援
係　

☎
内
線

162

特
徴
で
、
遊
び
の
広
場
の
開
設
や
サ
ー

ク
ル
支
援
、
子
育
て
が
楽
し
く
な
る
・

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
育

児
講
座
を
月
一
回
程
度
行
っ
て
い
ま

す
。
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
場
、
交
流
の

場
、
学
び
の
場
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
設
日
時　

月
曜
～
土
曜
日
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
9
時
～
午
後

3
時

子育て支援センター  ポポーのひろば

戸沢保育園内での「わくわく広場」

日
の
午
後
4
時
ま
で
予
約
が
必
要
で
す
。

開
設
日
時　

火
曜
～
日
曜
日
（
年
末
年

始
を
除
く
）
午
前
9
時
～
午
後
5
時

利
用
料　

1
時
間
６
０
０
円

こ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す

・
利
用
と
協
力
の
会
員
に
よ
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業

・
子
育
て
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

よ
る
育
児
相
談
と
支
援
の
情
報
提
供

・
親
子
で
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
や
育
児
講

座
を
開
催

・
市
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
託
児

■
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ポ

ポ
ー
の
ひ
ろ
ば　
　
　

☎
（53）
０
９
０
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー  

ぐ
ん
ぐ
ん

　

戸
沢
保
育
園
内
に
あ
る
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
ぐ
ん
ぐ
ん
は
、
社
会
福
祉
法

人
敬
愛
信
の
会
が
運
営
。
ぐ
ん
ぐ
ん
で

は
、
地
域
に
出
向
い
た
子
育
て
支
援
が

特
集　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
会
員
募
集
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本
読
み
聞
か
せ
な
ど
、
毎
月
、
親
子
で

参
加
で
き
る
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す

・
電
話
や
面
談
に
よ
る
子
育
て
に
関
す

る
相
談
と
情
報
提
供

・
親
子
や
妊
婦
さ
ん
へ
の
育
児
支
援

■
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ど

ん
ぐ
り
広
場　
　
　
　

☎
(57)
２
４
２
９

西
郷
、
大
久
保
、
冨
本
小
学
校
区

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
会
員
募
集

　

市
内
共
通
の
保
育
時
間
や
利
用
料
減

免
制
度
、
楯
岡
・
戸
沢
の
募
集
は
、
市

報
11
月
1
日
号
に
掲
載
し
て
お
り
、
袖

崎
・
大
高
根
の
募
集
は
1
月
1
日
号
に

掲
載
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
ク
ラ
ブ

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
登
録
料

は
年
額
３
、
０
０
０
円
で
す
。

■
コ
ス
モ
ス
き
っ
ず
ク
ラ
ブ

対
象　

西
郷
小
学
校
児
童

開
設
場
所　

西
郷
小
学
校
体
育
館
2
階

保
育
料　

・
通
年
会
員
（
通
年
利
用
）

　

月
額
５
、
０
０
０
円
～
８
、
０
０
０
円

・
随
時
会
員
（
随
時
利
用
）

■
出
前
保
育
（
事
前
予
約
制
）

　

市
内
の
公
立
保
育
施
設
に
出
向
き
、

保
育
施
設
等
に
入
所
前
の
親
子
を
対
象

と
し
た
遊
び
の
広
場
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
体
操
や
手
遊
び
、
工
作
な
ど
で
、

楽
し
く
親
子
同
士
の
交
流
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
わ
く
わ
く
広
場
（
事
前
予
約
制
）

　

平
日
ご
家
庭
で
子
育
て
・
孫
育
て
を
さ

れ
て
い
る
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
戸
沢
保
育

園
内
で
遊
び
の
広
場
を
開
催
し
ま
す
。
お

子
さ
ん
の
身
体
測
定
が
で
き
ま
す
。

こ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す

・
電
話
や
メ
ー
ル
（g

u
n

g
u

n
@

k
e
ia

ish
in

.o
r.jp

）
で
子
育
て
相
談

・
子
育
て
サ
ー
ク
ル
に
出
向
き
、
玩
具

の
貸
し
出
し
や
遊
び
の
指
導

■
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぐ

ん
ぐ
ん　
　
　
　
　
　

☎
(56)
２
０
０
２

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー  

ど
ん
ぐ
り
広
場

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
広

場
は
、
社
会
福
祉
法
人
ふ
た
ば
保
育
園

が
運
営
し
て
い
ま
す
。
就
学
前
の
お
子

さ
ん
と
親
、
祖
父
母
を
対
象
と
し
た
屋

内
の
遊
び
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。　

子育て支援センター  どんぐり広場

　

地
域
交
流
の
場
で
あ
る
「
じ
ば
サ
ロ

ン
」
が
特
徴
で
、
地
域
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
昔
遊
び
や
伝
統

料
理
な
ど
の
先
生
と
な
っ
て
、
子
育
て

中
の
方
や
お
子
さ
ん
と
世
代
を
越
え
た

交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

開
設
日
時　

月
曜
～
土
曜
日
（
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
）
午
前
9
時
～
午
後
3
時

■
こ
ろ
こ
ろ
ラ
ン
ド
（
出
前
保
育
）

　

ふ
た
ば
大
高
根
保
育
園
や
ふ
た
ば
袖

崎
保
育
園
で
工
作
な
ど
親
子
同
士
の
交

流
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
育
児
講
座

　

小
学
校
入
学
前
の
親
子
を
対
象
に
、

音
楽
を
使
っ
た
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
や
絵

　

日
額
１
、
０
０
０
円
～
１
、
５
０
０
円

募
集
期
間　

12
月
25
日

（金）
ま
で

申
込
み
／
コ
ス
モ
ス
き
っ
ず
ク
ラ
ブ

☎
(55)
９
３
４
８
（
午
前
10
時
30
分
～
午
後
6
時
）

■
Ｇ
ｏ
Ｇ
о
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

対
象　

大
久
保
小
学
校
児
童

開
設
場
所　

大
久
保
小
学
校
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
ル
ー
ム
1

保
育
料

・
毎
日
会
員
（
通
年
利
用
）

　

月
額
５
、
０
０
０
円
～
８
、
０
０
０
円

・
時
々
会
員
（
随
時
利
用
）

　

日
額
１
、
０
０
０
円
～
１
、
５
０
０
円

募
集
期
間　

12
月
28
日

（月）
ま
で

申
込
み
／
Ｇ
ｏ
Ｇ
о
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

☎
(54)
３
３
９
０
（
午
前
10
時
～
午
後
6
時
）

■
は
や
丸
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

対
象　

冨
本
小
学
校
児
童

開
設
場
所　

冨
本
小
学
校
体
育
館
多
目
的
室

保
育
料

・
キ
ッ
ズ
会
員
（
通
年
利
用
）

　

月
額
６
、
０
０
０
円
～
９
、
０
０
０
円

・
な
か
よ
し
会
員
（
随
時
利
用
）

　

日
額
１
、
０
０
０
円
～
１
、
５
０
０
円

募
集
期
間　

12
月
25
日

（金）
ま
で

■
申
込
み
／
は
や
丸
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

☎
(54)
２
９
５
０ 

（
下
校
～
午
後
6

時
）

特集　子育て支援センター、放課後児童クラブ利用会員募集

特
集　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
会
員
募
集
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※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、イベントの中止や内容が変更になる場合がありますので、事前に各施設へお問い合わせください。

子育て応援情報
表記の説明

　 対 対象　　 日 日時　 　 会 会場　　　 内 内容

　 費 参加費　 持 持ち物　 申 事前申込　 他 その他

子
育
て
応
援
情
報

対  保育施設等入所前の親子

日  12月22日(火)　9:30〜11:30

会  ちぐさ認定こども園

屋内の遊び場として開放
保育施設無料開放日

対  保育施設等入所前の親子(5組程度)

日  12月25日(金)　10:00〜11:00

会  ふたば袖崎保育園　　 申  必要

内  クリスマス会をします。

出前保育  ころころランド

日  月曜〜木曜日　9:30〜16:00

　 (12月21日は休み)

会  甑葉プラザ2階ぽっぴーるーむ

内  母子保健コーディネーターが育

児の相談に応じます。

他  相談を希望される場合は、ス

ムーズなご案内のため事前連絡

をお願いします。

母子健康手帳の交付・なんでも育児相談

対  ①7か月児健康相談

　 　令和2年5月生まれ

　 ②1歳児健康相談(歯みがき教室)

　 　令和元年12月生まれ

日  12月9日(水)  ①10:15〜10:30受付

②9:30〜9:40受付

会  甑葉プラザ2階ぽっぴーるーむ

持  母子健康手帳、バスタオル、

　 歯ブラシ（1歳児健康相談のみ）

健康相談

対  小学校入学前の親子（10組程度）

日  12月16日(水)　10:30〜11:30

会  ふたば大高根保育園　 申  必要

持  バスタオル、飲み物

他  講師　小室けい子氏

ベビー＆ママのヨガ教室

日  12月4日(金) 10:30〜11:00受付

会  ポポーのひろば

内  未就学児の身長・体重測定

ひだまり保健室

対  ファミサポ会員または入会希望

の方で、12月で生後5か月まで

の親子

日  12月8日(火)　10:00〜11:00

会  ポポーのひろば　　　 申  必要

他  当日入会可能

プレ・ファミサポくらぶ
「はじめての足形」

対  1歳以上の親子

日  12月18日(金)　10:20〜11:30

会  甑葉プラザ1階ホール　 申  必要

内  サンタさんとトナカイくんが

やってきます。

費  子ども100円

ポポーのクリスマス

対  12月生まれ(3歳まで)のお子さんと

12月で生後6か月になるお子さん

日  12月22日(火)　10:30まで受付

会  ポポーのひろば　　　 申  必要

他  手形はお誕生会＆ハーフバース

デーでお渡しします。

お誕生手形

対  ひろば利用者

日  12月22日(火)　11:45〜12:00

会  ポポーのひろば

内  12月生まれ(3歳まで)のお子さ

んのお誕生会と、12月で生後

6か月になるお子さんのハーフ

バースデーを行います。ひろば

に来た皆さんでお祝いします。

お誕生会＆ハーフバースデー

対  保育施設等入所前の親子(10組程度)

日  12月8日(火)　9:30〜11:00　

会  戸沢保育園　　　　　 申  必要

内  自由遊び、出し物、お誕生会、

身長・体重測定（フェイスタオ

ル持参）、育児相談など

わくわく広場

対  保育施設等入所前の親子(10組程度)

日  ①12月16日(水) ②12月21日(月)

　 9:30〜11:00　　　　 申  必要

会  ①戸沢保育園 ②冨本認定こども園

内  自由遊び、出し物、季節の工作、

お誕生会、育児相談など

ぐんぐんの  出前保育

対  保育施設等入所前の親子(5組程度)

日  12月10日(木)　10:30〜11:00

会  ぐんぐん　　　　　　 申  必要

内  「おはなし会おしろやま」の皆

さんによる読み聞かせを親子で

楽しみましょう。

ぐんぐんの  えほんの部屋

対  子育て中の方、おじいちゃん、

おばあちゃんどなたでもどうぞ

(10名程度)　　　 　　 申  必要

日  12月15日(火)　9:30〜10:30

会  ふたば大高根保育園

内  伝承遊びをしよう。

地域交流の場  じばサロン

対  子育て家庭の方(妊娠期〜幼児期）

日  火曜〜日曜日　9:00〜17:00

会  ポポーのひろば

内  子育ての個別相談に応じます。

利用者支援「子育て応援室」

子育て支援課 ☎内線162

村山市役所

ポポーのひろば ☎(53)0901

子育て支援センター

※12月27日(日)午後から令和3年1月4日(月)
は休館

　 ぐんぐん ☎(56)2002

子育て支援センター

※12月29日(火)から令和3年1月3日(日)は
休館

どんぐり広場 ☎(57)2429

子育て支援センター

※12月31日(木)から令和3年1月2日(土)は
休館

ぽっぴーるーむ ☎(22)9981

子育て世代包括支援センター

※12月29日(火)から令和3年1月3日(日)は
休館
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受
賞
者
紹
介

受賞者のご紹介

市納税標語コンクール

■村山市長賞

青柳　慶士さん（富並小6年）

「育てよう

バラ色の街　納税で」

■村山市議会議長賞

平　　夏美さん（楯岡小6年）

「納税で　できる「ふつう」に

　ありがとう」

■村山市副市長賞

矢萩　一琉さん（西郷小6年）

「住みよいくらし

わくわく未来へ　納税で」

　納税意識を高めるため、市では小学生と中学生に対し、隔年ごとに納税標語を募集しています。今年は小学生

5・6年生から216作品の応募がありました。入選以上の受賞者は次の皆さんです。

　なお、入賞作品は、12月14日(月)から23日(水)まで、市役所1階の市民ホールに展示します。

■村山市教育委員会教育長賞

高橋　　芽さん（戸沢小6年）

「納税は

だれでもできる　街作り」

■北村山地区税務関係団体協議会

長賞

斉藤　花音さん（袖崎小5年）

「納税で

コロナにまけない　町づくり」

改組新第7回日展

■洋画 入選

原田　一裕さん（楯岡）

全国大会出場選手

　10月30日から北海道で開催さ

れた全国大会に出場しました。

■JFA第17回全日本女子フットサ

ル選手権大会東北大会　準優勝

森谷　志織さん（楯岡）

(ファンレディースFC2009所属)

法務大臣表彰

　保護司として、犯罪・非行の予

防、罪を犯した人の更生や再犯防

止の長年の功績が認められました。

■西塚　覚さん（西郷）

秋の叙勲

瑞宝単光章

笹原　正敏さん（冨本）

　昭和35年から35年間、消防団

員として積極的に職務を遂行さ

れ、副分団長として現場活動の先

頭に立ち、的確な指揮統率で災害

鎮圧に貢献されました。また、自

主防災組織の強化や団員の指導育

成にも尽力されました。

県男女共同参画

社会づくり功労者

　令和2年度県男女共同参画社会

づくり功労者等の表彰式が10月

23日に県庁で行われ、地域活動

等さまざまな分野で活躍している

方へ表彰状が贈呈されました。

■山形県知事表彰

　青栁フヂ子さん（戸沢）

■入選

板垣　哉人さん（楯岡小6年）

奥山　心優さん（楯岡小6年）

平　　蕾美さん（楯岡小6年）

前田　希笑さん（楯岡小6年）

尾形　雄大さん（西郷小5年）

大場　智友さん（大久保小6年）

若林　孝至さん（冨本小6年）

飛田　空穏さん（冨本小5年）

細谷　吏玖さん（戸沢小5年）

松本　　希さん（袖崎小5年）

税についての作文

■中学生の「税についての作文」

・山形県知事賞

　佐藤　日和さん（楯岡中3年）
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むらやま わだいのグルメめぐり
むらやまに美味いものあり！

発

む
ら
や
ま
発
わ
だ
い
の
グ
ル
メ
め
ぐ
り

鳥
の
竜
田
揚
げ

　
　
　
　  
　
　

串
幸

住所：楯岡荒町1-1-48　　　電話：(55)2340　　　営業時間：午後5時〜11時　　　定休日：日曜日

次回は、佐藤さんがお薦めの  蓬莱飯店（楯岡）を取材します。

　

「
串
幸
」
は
、
荒
町
一
丁
目
に
あ
る

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
居
酒
屋
で

す
。
店
主
は
佐
藤
建
一
さ
ん
（
楯
岡
）

で
、
妻
の
恵
理
子
さ
ん
と
夫
婦
で
店
を

営
ん
で
い
ま
す
。
建
一
さ
ん
は
高
校
を

卒
業
後
、
群
馬
県
の
和
食
料
理
店
で
4

年
間
勤
め
た
後
、
お
父
さ
ん
が
平
成
元

年
3
月
に
開
店
し
た
こ
の
店
を
引
き
継

ぎ
ま
し
た
。

　

「
鳥
の
竜
田
揚
げ
」
は
、
イ
チ
押
し

の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
鶏
肉
は
国
産

の
胸
肉
を
使
用
し
、
甘
辛
い
や
き
と
り

の
タ
レ
に
か
ら
め
て
あ
り
、
ご
飯
に
も

お
酒
に
も
バ
ッ
チ
リ
合
う
一
品
で
す
。

や
わ
ら
か
く
、
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
鶏
肉

に
、
店
自
慢
の
甘
辛
い
や
き
と
り
の
タ

レ
と
の
相
性
は
抜
群
で
、
つ
い
つ
い
お

酒
も
進
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
タ
レ
の
甘

辛
さ
に
加
え
、
お
好
み
で
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

や
か
ら
し
を
付
け
て
食
べ
る
の
も
お
薦

め
で
す
。
ま
た
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
あ
る

う
え
、
価
格
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
提
供

し
て
い
る
の
も
嬉
し
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
お
で

ん
や
銀
杏
も
お
薦
め
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー

で
す
。
銀
杏
は
粒
が
大
き
く
塩
で
炒
っ

て
あ
り
、
季
節
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま

す
。
他
に
も
、
エ
イ
ヒ
レ
や
カ
ワ
ハ
ギ

を
七
厘
で
炙
っ
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き

る
な
ど
、
魅
力
的
な
酒
の
肴
を
豊
富
に

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

建
一
さ
ん
と
恵
理
子
さ
ん
は
「
地
元

の
方
の
〝
ひ
と
休
み
の
場
〟
で
あ
り
た

い
。
ほ
っ
と
す
る
実
家
の
よ
う
に
、
い

つ
で
も
帰
っ
て
き
た
い
よ
う
な
雰
囲
気

を
大
切
に
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
お
客
さ
ん
の
中
に
は
、
親
・
子
・

孫
の
3
世
代
で
来
て
く
れ
る
方
も
い

る
と
の
こ
と
で
、
な
る
ほ
ど
頷
け
ま

す
。

　

皆
さ
ん
も
ど
う
ぞ
、
実
家
の
よ
う
な

温
か
さ
の
中
で
、
自
慢
の
「
鳥
の
竜
田

揚
げ
」
を
は
じ
め
、
お
い
し
い
食
事
と

お
酒
を
楽
し
み
な
が
ら
、
団
ら
ん
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

話
題
の
グ
ル
メ
を
召
し
上
が
れ
。村山駅村山駅

甑葉プラザ甑葉プラザ

ドラッグ

ストア

ドラッグ

ストア
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Vol.

61

生

活

福

祉

情

報

国

民

年

金

情

報

わ
れ
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
生
活
福
祉
情
報
、
国
民
年
金
情
報

～西城舟二隊員の奮闘記～

　

12
月
3
日
か
ら
9
日
は
障
が
い
者
週

間
で
す
。
山
形
県
で
は
障
が
い
者
週
間

に
合
わ
せ
た
県
独
自
の
取
組
み
と
し

て
、
12
月
を
「
障
が
い
者
差
別
解
消
強

化
月
間
」
と
設
定
し
て
い
ま
す
。
障
が

い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

■
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
を
し
な
い

　

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

（例）
障
が
い
を
理
由
に
窓
口
で
の
対
応
を

拒
ん
だ
り
、
順
番
を
後
回
し
に
し
な

い
。

■
合
理
的
配
慮
に
努
め
ま
し
ょ
う

（例）
役
所
や
会
社
、
お
店
等
の
事
業
者
は

筆
談
、
読
み
上
げ
、
手
話
等
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
わ
か
り
や

す
い
表
現
で
説
明
す
る
な
ど
、
意
思

疎
通
の
た
め
の
配
慮
を
心
が
け
る
。

（例）
メ
ニ
ュ
ー
や
商
品
表
示
を
分
か
り
や

す
く
説
明
し
た
り
、
写
真
を
活
用
し

て
説
明
す
る
。

■
問
合
せ
／

福
祉
課
生
活
福
祉
係 

☎
内
線

147

12
月
は
障
が
い
者
差
別
解
消
強
化
月
間

死
亡
後
の
年
金
手
続
き
に
つ
い
て

　

最
近
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
の
一

環
で
テ
レ
ビ
等
の
取
材
を
受
け
る
機
会
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

私
は
意
見
や
容
姿
を
人
前
に
出
す
こ
と

が
苦
手
か
つ
勉
強
不
足
な
の
で
「
自
分
を

社
会
の
公
器
に
晒
す
な
ん
て
、
と
ん
で
も

な
い
！
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、
「
立
場
が
人
を
つ
く
る
」

と
い
う
言
葉
が
浮
か
び
ま
し
た
。

　

あ
る
歴
史
小
説
で
、
明
治
時
代
に
あ
る

新
内
閣
が
発
足
し
た
と
き
に
閣
僚
の
顔
ぶ

れ
が
頼
り
な
い
と
評
価
す
る
人
が
い
ま
し

た
。
そ
れ
に
対
し
て
あ
る
元
勲
が
「
そ
ん

な
も
の
は
馬
車
に
乗
せ
て
皇
居
を
一
周
さ

せ
れ
ば
、
貫
禄
な
ど
付
く
も
の
だ
。
」
と

言
っ
た
挿
話
が
あ
り
ま
す
。
少
し
大
げ
さ

で
す
が
、
「
ま
さ
に
そ
れ
だ
！
」
と
思
い

取
材
に
臨
み
ま
し
た
。

　

私
は
人
前
に
出
る
の
が
苦
手
な
反
面
、

「
真
っ
向
勝
負
」
を
す
る
こ
と
が
好
き
で

す
。
「
と
に
か
く
明
確
に
自
分
の
考
え
を

述
べ
る
。
間
違
っ
た
ら
勉
強
し
直
す
。
」

と
心
に
決
め
取
材
に
臨
み
ま
し
た
。

　

無
事
、
取
材
を
終
了
し
て
ホ
ッ
と
し
ま

し
た
。
こ
の
機
会
で
培
っ
た
根
性
を
活
か

し
て
、
市
の
Ｐ
Ｒ
を
頑
張
り
ま
す
！

立
場
が
人
を
つ
く
る

　
　
取
材
に
真
っ
向
勝
負

取材の様子

 

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
が
死
亡
し

た
場
合
、
年
金
を
受
け
る
権
利
が
な
く

な
る
た
め
、
受
給
権
者
死
亡
届
の
提
出

が
必
要
で
す
。
な
お
、
日
本
年
金
機
構

に
個
人
番
号
が
収
録
さ
れ
て
い
る
方

は
、
原
則
と
し
て
提
出
を
省
略
で
き
ま

す
。

　

提
出
が
遅
れ
る
と
、
年
金
を
多
く
受

け
取
り
過
ぎ
る
こ
と
に
な
り
、
後
で
お

返
し
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
速
や
か
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
亡
く
な
っ
た
月
分
ま
で
の
年

金
に
つ
い
て
は
、
未
支
給
年
金
と
し
て

そ
の
方
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
遺

族
が
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

亡
く
な
っ
た
方
に
一
定
の
条
件
が
当

て
は
ま
る
遺
族
が
い
る
場
合
、
遺
族
年

金
や
死
亡
一
時
金
な
ど
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
寒
河
江
年
金
事
務
所

 

☎
０
２
３
７

(84)
２
５
５
１

ま
た
は
市
民
環
境
課
市
民
係 

☎
内
線

113
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　市内で行われた催しや市にまつわる出来事などを取材

し、市民の皆さんに楽しい話題をお伝えします。

ま
ち
の
話
題

　

11
月
2
日
、
楯
岡
小
学
校
校
舎
改
築

事
業
の
完
了
を
祝
う
総
合
落
成
式
が
同

校
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
校
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
3
階
建
て
で
全
室
に
冷
暖
房
を
完

備
。
校
内
全
体
に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
整
備

し
て
い
ま
す
。

　

式
に
は
来
賓
と
6
年
生
98
人
が
出
席

し
、
志
布
市
長
が
「
こ
の
校
舎
で
学
ん

だ
皆
さ
ん
が
未
来
の
村
山
市
を
担
う
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
」
と
あ
い
さ

つ
。
ま
た
、
6
年
生
の
伊
藤
知
優
さ
ん

が
「
主
体
的
に
勉
強
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
」
と
児
童
を
代
表
し
て
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。　

楯
岡
小
学
校
総
合
落
成
式

児童代表のあいさつ

　

日
頃
の
そ
ば
へ
の
感
謝
と
、
11
月
に

行
わ
れ
た
板
そ
ば
ま
つ
り
の
成
功
を
祈

願
す
る
「
そ
ば
感
謝
祭
」
が
10
月
29

日
、
大
久
保
の
あ
ら
き
そ
ば
に
あ
る

「
そ
ば
塚
」
前
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
新
そ
ば
の
時
期
に
、
最
上
川
三

難
所
そ
ば
街
道
振
興
会
（
佐
藤
和
幸
会

長
）
が
主
催
し
、
今
年
も
そ
ば
生
産
者

や
そ
ば
職
人
、
観
光
関
係
者
ら
が
出
席

し
、
そ
ば
へ
の
感
謝
を
表
す
神
事
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

神
事
の
終
了
後
に
は
、
あ
ら
き
そ
ば

店
内
に
て
新
そ
ば
の
賞
味
会
が
行
わ

れ
、
今
年
も
お
い
し
い
待
望
の
新
そ
ば

に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ば
感
謝
祭

あらきそばの「そば塚」前で行われた神事の様子

　

市
芸
術
文
化
協
議
会
（
軽
部
栄
子

会
長
）
が
主
催
し
、
今
年
で
56
回
目
と

な
る
市
芸
術
祭
が
、
10
月
31
日
に
市
民

会
館
と
Ｊ
Ｒ
村
山
駅
を
会
場
に
始
ま

り
、
12
月
6
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

開
催
に
先
立
ち
、
10
月
30
日
に
市
民

会
館
で
開
幕
式
が
行
わ
れ
、
今
年
度
の

芸
術
文
化
功
労
者
の
方
々
に
賞
状
と
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
芸
術
祭
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
団
体

そ
れ
ぞ
れ
が
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら

し
、
素
晴
ら
し
い
作
品
の
数
々
を
発
表

し
て
い
ま
す
。

北村山吹奏楽団によるコンサートの様子

市
芸
術
祭
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ま
ち
の
話
題

　

11
月
14
日
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
パ

イ
オ
ニ
ア
レ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
グ
ス
で
主
に

リ
ベ
ロ
と
し
て
活
躍
し
た
吉
田
実
代
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
、
市
民
体
育
館
で
ス

ポ
ー
ツ
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

徳
内
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
結
城
武
男
会
長
）
が
主
催
し
た
こ
の

教
室
に
、
午
前
は
小
学
生
57
人
、
午
後

は
中
学
生
77
人
が
参
加
。
自
宅
で
で
き

る
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ボ
ー
ル
を

使
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
元
プ
ロ
選
手

か
ら
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
の
技
術
に
刺
激
を
受
け
て

い
ま
し
た
。

元
プ
ロ
か
ら
学
ぶ

ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
（
環
状
交
差

点
）
の
暫
定
供
用
に
伴
い
、
ラ
ウ
ン
ド

ア
バ
ウ
ト
講
習
会
が
11
月
15
日
、
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
市
民
ら
約
40
人
。
市

建
設
課
と
村
山
警
察
署
交
通
課
か
ら
ラ

ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
の
役
割
と
通
行
方
法

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
全

員
で
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
現
地
に
移

動
。
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
を
見
学
し
、

バ
ス
で
実
際
に
通
行
し
て
み
る
通
行
体

験
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
終
了
後
、
ラ
ウ
ン
ド
ア

バ
ウ
ト
は
暫
定
供
用
を
開
始
し
て
い
ま

す
。 ラ

ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト

（
環
状
交
差
点
）
講
習
会

　

市
ス
ポ
ー
ツ
国
際
交
流
員
で
新
体
操

団
体
の
元
ブ
ル
ガ
リ
ア
代
表
選
手
で
も

あ
る
ヴ
ィ
タ
ー
レ
・
ア
ン
ト
ア
ネ
タ
さ

ん
が
11
月
11
日
、
村
山
警
察
署
（
高
宮

康
彦
署
長
）
の
一
日
警
察
署
長
を
務

め
、
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
の
啓
発
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

高
宮
署
長
か
ら
委
嘱
状
を
手
渡
さ
れ

た
後
、
ヤ
マ
ザ
ワ
村
山
店
に
移
動
し
た

ア
ン
ト
ア
ネ
タ
さ
ん
は
、
買
い
物
客
に

「
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
」
と
声
を

か
け
な
が
ら
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
の
チ

ラ
シ
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
。
加
え
て

警
察
署
員
が
、
在
宅
時
も
留
守
番
電
話

設
定
を
す
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ア
ン
ト
ア
ネ
タ
さ
ん
が

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
啓
発
活
動

元プロバレーボール選手の吉田実代さん

　

11
月
8
日
、
道
の
駅
む
ら
や
ま
で
秋

の
収
穫
感
謝
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
村
山
産
業
高
校
の
生
徒
が

考
案
し
た
「
い
も
煮
パ
ン
」
と
、
市
6

次
産
業
化
推
進
協
議
会
の
作
業
部
会
が

商
品
開
発
し
た
「
芋
煮
ご
は
ん
」
が
販

売
さ
れ
、
い
ず
れ
も
大
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
産
の
サ
ト
イ
モ
を
使
用

し
た
芋
煮
と
、
新
米
や
野
菜
、
果
物
な

ど
の
農
産
物
が
販
売
さ
れ
た
ほ
か
、
輪

投
げ
で
農
産
物
ゲ
ッ
ト
や
リ
ン
ゴ
の
皮

む
き
競
争
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
村
山
産
業
高
校
又

新
連
が
徳
内
ば
や
し
を
披
露
し
、
多
く

の
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

道
の
駅
む
ら
や
ま

秋
の
収
穫
感
謝
祭

「お米のめぐみ 穂たる」とコラボしいも煮パンを販売

ヤマザワ村山店で特殊詐欺被害防止啓発活動

ラウンドアバウト見学の様子
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冬
季
水
道
料
金
と
水
道
管
管
理

　

積
雪
な
ど
に
よ
り
検
針
が
困
難
な
場

合
、
過
去
1
年
間
に
使
用
し
た
水
量
を

も
と
に
料
金
を
推
定
し
、
請
求
し
ま

す
。
そ
の
後
、
雪
が
解
け
、
検
針
が
で

き
た
時
点
で
精
算
し
ま
す
。

　

ま
た
、
冬
期
間
は
水
道
管
の
凍
結
事

故
が
増
え
ま
す
。
凍
結
・
降
雪
な
ど
が

原
因
の
漏
水
は
、
漏
水
し
た
分
の
料
金

も
使
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
凍
結

防
止
の
た
め
、
水
抜
き
を
行
う
な
ど
管

理
し
ま
し
ょ
う
。
冬
期
間
使
わ
な
い
場

合
、
閉
栓
の
手
続
き
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
水
道
課 

☎
内
線

181

防
災
行
政
無
線 

定
時
放
送
の
曲
名

期
間　

12
月
1
日

（火）
～
令
和
3
年
2
月
28
日

（日）

時
間
・
曲
名

正
午　

雪

午
後
5
時　

主
よ
人
の
望
み
の
喜
び
よ

■
問
合
せ
／
総
務
課 

☎
内
線

213

職
員
採
用
試
験
実
施
結
果

　

令
和
2
年
度
職
員
採
用
試
験
の
最
終

合
格
者
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
最
終
合
格
者
数
（
受
験
者
数
）

・
初
級
行
政
1　
　
　

1
名
（
6
名
）

・
初
級
行
政
2　
　
　

5
名
（
34
名
）

・
初
級
土
木　
　
　
　

0
名
（
2
名
）

・
初
級
建
築　
　
　
　

0
名
（
1
名
）

・
消
防　
　
　
　
　
　

3
名
（
16
名
）

■
問
合
せ
／
総
務
課 

☎
内
線

215

固
定
資
産
家
屋
の
異
動
届
を
忘
れ
ず
に

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日
現

在
の
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。
家
屋
の

異
動
を
把
握
す
る
た
め
、
次
に
該
当
す

る
方
は
異
動
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
届
出
用
紙
は
税
務
課
で
配
布
す
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
建
物
を
解
体
し
た
場
合

　

12
月
31
日
ま
で
に
建
物
を
解
体
し
た

場
合
は
「
家
屋
滅
失
届
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
滅
失
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、

令
和
3
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
は
課
税

さ
れ
ま
せ
ん
。

■
建
物
を
新
築
、
増
築
し
た
場
合

　

令
和
3
年
1
月
1
日
ま
で
に
建
物
を

新
築
、
増
築
し
た
場
合
、
令
和
3
年
度

か
ら
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
方
で
ま
だ
建
物
の
調
査
を
受

け
て
い
な
い
場
合
は
、
「
家
屋
新

（増）
築

届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
税
務
課 

☎
内
線

124

　

飲
酒
運
転
撲
滅
・

冬
道
の
交
通
事
故
防
止
強
化
旬
間

期
間　

12
月
11
日

（金）
～
20
日

（日）

　

飲
酒
運
転
は
「
し
な
い
、
さ
せ
な

い
、
ゆ
る
さ
な
い
」
意
識
の
徹
底
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

冬
季
は
道
路
環
境
が
悪
化
し
、
交
通
事

故
が
増
え
る
時
期
で
す
。
運
転
者
は
安
全

運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
歩
行
者
は
、

道
路
を
横
断
す
る
際
は
し
っ
か
り
意
思

表
示
を
し
、
夕
方
・
夜
間
の
外
出
時
は
必

ず
夜
光
反
射
材
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課 

☎
内
線

117

気
を
つ
け
よ
う 

催
眠
商
法

　

「
近
所
の
空
き
店
舗
で
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
配
っ
て
い
ま
す
」
と
声
を
か
け
ら
れ

つ
い
て
い
っ
た
。
「
早
い
者
勝
ち
」
と

言
わ
れ
盛
り
上
が
り
、
興
奮
状
態
の
中

で
日
用
品
が
配
ら
れ
た
。
最
後
に
「
高

級
布
団
が
た
っ
た
の
20
万
円
」
と
言
わ

れ
、
雰
囲
気
に
酔
っ
た
状
態
で
契
約
し

て
し
ま
っ
た
。
次
の
日
に
返
品
し
よ
う

と
空
き
店
舗
に
行
っ
た
が
、
業
者
は
す

で
に
い
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
消
費
者
が
雰
囲
気
に
酔
っ

た
状
態
で
商
品
の
購
入
を
決
め
る
催
眠
商

法
は
後
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
り
や
す
い
の

が
特
徴
で
す
。
契
約
日
か
ら
8
日
間
以
内

で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が
で
き
ま

す
。
お
困
り
の
際
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
市

民
環
境
課
内
）
直
通 

☎
（55）
２
１
２
３

お
知
ら
せ

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
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市
民
行
政
相
談

　

行
政
機
関
へ
の
苦
情
、
要
望
な
ど
に

行
政
相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。
相
談
無

料
。
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
10
日

（木）
午
後
1
時
～
3
時

会
場　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課 

☎
内
線

110

不
動
産
無
料
相
談

　

不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。
2
日
前
ま
で
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　

12
月
9
日

（水）
午
前
10
時
～
正
午

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ

■
問
合
せ
／
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

 

☎
０
２
３（
６
５
２
）９
０
７
０

障
が
い
者
１
１
０
番

（
障
が
い
者
な
ん
で
も
相
談
室
）

　

障
が
い
の
あ
る
方
や
そ
の
ご
家
族
、

関
係
者
か
ら
の
相
談
に
専
任
相
談
員
が

応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
（
通
信
料
は

か
か
り
ま
す
）
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

受
付
時
間　

平
日
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 
０
２
３（
６
８
７
）５
３
３
３

■
問
合
せ
／

（福）
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会 

 

☎
０
２
３（
６
８
６
）３
６
９
０

12
月
4
日
か
ら
10
日
は
人
権
週
間

　

不
当
な
差
別
や
い
じ
め
な
ど
、
人
権
問

題
で
お
困
り
の
際
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

・
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　
　

☎
０
５
７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
　

☎
０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　

☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

受
付
時
間　

平
日
午
前
8
時
30
分
～
午

後
5
時
15
分

■
問
合
せ
／
山
形
地
方
法
務
局

 

☎
０
２
３（
６
２
５
）１
３
２
１

山
形
県
知
事
選
挙
の
日
程

告
示
日　

令
和
3
年
1
月
7
日

（木）

投
票
日　

令
和
3
年
１
月
24
日

（日）

■
期
日
前
投
票

期
間　

令
和
3
年
1
月
8
日

（金）
～
23
日

（土）

投
票
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
立
候
補
届
出
予
定
者
説
明
会
お
よ
び

出
納
責
任
者
事
務
説
明
会

日
時　

12
月
8
日

（火）
午
前
10
時
～

会
場　

県
庁
１
０
０
１
会
議
室
（
山
形
市
）

■
立
候
補
届
出
受
付

日
時　

令
和
3
年
1
月
7
日

（木）
午
前
8

時
30
分
～
午
後
5
時

会
場　

県
庁
講
堂
（
山
形
市
）

■
問
合
せ
／
県
選
挙
管
理
委
員
会

 

☎
０
２
３（
６
３
０
）２
０
８
１

お
知
ら
せ

広
告

広
告

催
し
・
そ
の
他

困
り
ご
と
・
相
談

各
団
体
か
ら
の
お
知
ら
せ
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お
知
ら
せ

道
の
駅
む
ら
や
ま

休
館
日
の
お
知
ら
せ

　

館
内
機
械
設
備
点
検
お
よ
び
清
掃
の

た
め
休
館
し
ま
す
。

期
間　

12
月
8
日

（火）
～
10
日

（木）

■
問
合
せ
／
道
の
駅
む
ら
や
ま

 

☎
（55）
７
１
０
０

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
県
営
楯
岡
ア
パ
ー
ト
（
笛
田
）

募
集
戸
数　

２
戸
（
3
、
4
階
・
３
Ｄ
Ｋ
）

■
県
営
楯
岡
中
町
ア
パ
ー
ト

募
集
戸
数　

１
戸
（
3
階
・
3
Ｄ
Ｋ
）

入
居
資
格

　

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
お
り
、
所
得
が
公
営
住

宅
法
の
規
定
に
該
当
す
る
方

受
付
期
間　

12
月
2
日

（水）
～
8
日

（火）
の

午
前
10
時
～
午
後
6
時
（
月
曜
休
館
）

※
当
日
消
印
有
効

必
要
書
類
等　

県
営
住
宅
抽
選
申
込

書
、
63
円
切
手
2
枚

■
問
合
せ
／
県
す
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
２
３（
６
４
７
）０
７
８
１

冬
季
に
お
け
る

踏
切
道
の
通
行
止
め

通
行
止
期
間

12
月
8
日

（火）
～
令
和
3
年
3
月
17
日

（水）

対
象
踏
切
（
地
域
）

・
大
堤
（
袖
崎
）
・
拝
見
原
（
袖
崎
）

■
問
合
せ
／
Ｊ
Ｒ
東
日
本
山
形
保
線
技

術
セ
ン
タ
ー
新
庄
エ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
２
３
３

（22）
５
５
８
１

介
護
家
族
の
会

　

介
護
者
相
互
の
交
流
を
行
い
ま
す
。

参
加
無
料
。
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時　

12
月
19
日

（土）
午
後
1
時
30
分
～

3
時
30
分

会
場　

楯
岡
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
研
修
室

■
問
合
せ
／
在
宅
介
護
を
支
え
る
家
族

の
会
（
工
藤
）

 

☎
０
９
０（
２
８
４
４
）１
１
５
０

Ｎ
Ｐ
Ｏ
勉
強
会

～
Ｎ
Ｐ
Ｏ
入
門
編
～

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
関
す
る
疑
問
を
少
し
で
も

解
決
す
る
た
め
の
勉
強
会
で
す
。
参
加

無
料
。
先
着
8
人
。

日
時　

12
月
19
日

（土）
午
後
2
時
30
分
～

4
時
30
分

会
場　

山
形
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
会
議
室
Ｂ
（
山
形
市
）

申
込
期
間　

12
月
1
日

（火）
～
16
日

（水）

■
問
合
せ
／
山
形
市
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー

 

☎
０
２
３（
６
４
７
）２
２
６
０

調
理
師
業
務
従
事
者
届
の

お
知
ら
せ

　

調
理
師
法
で
は
、
飲
食
店
等
に
お
い

て
調
理
の
業
務
に
従
事
す
る
調
理
師
は

2
年
ご
と
に
就
業
地
の
都
道
府
県
知
事

に
「
調
理
師
業
務
従
事
者
届
」
を
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

届
出
用
紙
は
、
各
保
健
所
、
県
食
品

安
全
衛
生
課
、
生
活
衛
生
同
業
組
合
等

に
配
置
し
て
い
ま
す
。
12
月
31
日
時
点

の
状
況
を
記
入
し
、
令
和
3
年
1
月
15

日
（金）
ま
で
最
寄
り
の
保
健
所
生
活
衛
生

課
（室）
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電

子
申
請
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

電
子
申
請
期
間　

令
和
3
年
1
月
1
日

（金）
～
15
日

（金）

■
問
合
せ
／
県
食
品
安
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　南極地域観測隊として何度も南極へ足を運んだ高村真司さん（西郷）の

講演会を行います。実際に南極で着用する防寒具など、貴重な資料も見る

ことができます。事前申込みが必要です。参加無料。先着30人。

日時　12月13日(日)午後2時〜3時（午後1時45分開場）

会場　甑葉プラザ 1階甑葉ホール

■問合せ・申込み／NPO法人甑葉プラザネット（甑葉プラザ内）☎(52)3531

「地球のタイムカプセル！～南極～」を開催します

　「いのち支える村山市自殺対策計画」のゲートキーパー（※）養成講習

会を兼ねる研修会です。忙しい現代社会において、こころの不調を予防し

ていくために、メンタルヘルスについて学んでみませんか。参加無料。

※悩んでいる人に早く気付き、適切な見守りや支援につなげることができる人

日時・会場　12月20日(日)午前10時〜11時30分・甑葉プラザ 1階甑葉ホール

内容　「地域みんなで支えるこころの健康づくり」〜大切な人の命と健康を守るために〜

講師　こころの訪問介護ステーション レント　精神科認定看護師　鈴木志津子氏

申込期限　12月15日(火)　先着30名

■問合せ・申込み／保健課健康指導係  ☎内線136

地域みんなで支えるこころの健康づくり

　9月26日(土)に開催された「旧楯岡高校お別れイベント」を記念して、地域

おこし協力隊の企画による記念Tシャツを販売したところ、好評だったため、

追加販売することに決定しました。この機会にぜひ、お買い求めください。

　なお、記念Tシャツの売上げの一部を旧楯岡高校跡地利活用事業に寄附します。

カラー・価格　ホワイト、ネイビー・1,450円（税込み）

販売場所　（一社）市観光物産協会（JR村山駅東口1階）☎(53)1351

販売開始日　12月21日(月)※在庫がなくなり次第終了

■問合せ／政策推進課（地域おこし協力隊・成毛）  ☎内線274

旧楯岡高校記念Tシャツ販売

サイズ S М L

身丈 65 69 73

身幅 49 52 55

肩幅 42 46 50

袖丈 19 20 22

（単位:cｍ）

　子育て世帯の生活を支援するため、児童手当受給者を対象に一時金を支

給しています。公務員の方は令和2年3月31日時点の居住市町村に申請が

必要です。申請には各職場からの証明が必要ですので、手続きがまだの方

は職場からの案内に従って申請してください。

申請期限　12月28日(月)

※3月31日時点で居住していた市町村から一時金が支給されます。

※公務員以外の方および公務員の方で10月末までに申請した方への給付

金はすでに給付しています。

■問合せ／子育て支援課家庭支援係  ☎内線161・162

【公務員】子育て世帯への臨時特別給付金の申請はお済みですか
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↑市ホームページ ↑居合道体験 ↑ふるさとだより

※住民基本台帳法の一部改正に伴い、日本人と外国人の合計数になります。

村山市の人口（11月1日現在）：23,260人　男：11,338人 女：11,922人   世帯数：8,098戸

■問合せ／東京オリンピック・パラリンピック交流課  ☎内線361

ホストタウン情報局

日本ブルガリア協会山形県村山支部を設立

　市は、東京五輪の開催にあたり、2016年にブルガリアのホストタウンに登録され、2017年から2019年まで毎年、ブ

ルガリア新体操ナショナルチームの事前キャンプを実施し、現在は機運醸成事業とレガシー形成に取り組んでいます。

　これまで取り組んできた東京五輪ホストタウン事業を五輪開催後も市民レベルで持続的に行うために「日本ブル

ガリア協会山形県村山支部」を設立しました。10月29日にクアハウス碁点で設立総会を開催。駐日ブルガリア共和

国特命全権大使のボリスラフ・コストフ閣下、日本ブルガリア協会の猪谷晶子理事長からVTRによりお祝いのメッ

セージが送られました。議事では会則の制定や役員の選出等が行われ、支部長にゴールデンガールズファンクラブ

役員の石川准一さんが選出されました。また、今年度の事業計画案および収支予算案が承認されました。

　村山支部は今後、会員の拡大を図りながら、本部事業への参加、大使館やブルガリアの都市カルロヴォ市との交

流の促進、そして、ホストタウン事業への参加協力など、さまざまな活動を行っていきます。

楯岡特別支援学校から

ブルガリアへ応援の手紙

　10月20日、県立楯岡特別支援学校で中学部の生

徒を対象に東京五輪についての授業を行いました。

ホストタウンについての説明と公開演技会のプロ

モーション動画を鑑賞した後、ブルガリア新体操ナ

ショナルチームを応援する手紙を作成しました。

作成した手紙は、日本郵便株式会社内事務局に送付

し、事務局で一部を英訳し、英訳文を同封してブル

ガリアに送られます。

　

日本ブルガリア協会山形県村山支部の会員を募集

〇入会費　2,000円　　　〇年会費　5,000円

〇会員特典　

　・年4回の本部発行ブルガリア情報広報紙、その他支部広報紙の送付

　・ブルガリアフェアイベントのご案内

　・会員パーティーのご案内　・指定宿泊施設等の割引き　など

〇申込み　

　申込用紙を記入して入会費と年会費と一緒に東京オリンピック・

パラリンピック交流課に提出してください。申込用紙は同課で配布

するほか、市ホームページからダウンロードすることもできます。

「リュテニツァ」を使用した

パンを販売

　「リュテニツァ」は、ブルガリアの保存食で、ト

マトとパプリカをベースとした万能ソースで、さま

ざまな料理に活用できます。

　この度、市内の米粉パン屋「お米のめぐみ　穂た

る」が、市内産の野菜とこのリュテニツァを使用し

たパンを製品化。10月21日、五日町公園で100個

限定で販売したところ、とても好評であっという間

に完売しました。

　


